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1. 研究の背景と目的 
 
 日中語の学習者にとって、中日両語の受動構文は習得が困難なものの一つとされてきた。その
うち、特に使役受動構文、持ち主受動構文及び第三者受動構文に関する誤用がよく見られる。母
語の影響により、日本人の中国語学習者はよく使役受動文と間接受動文を用いるのに対し、中国
人の日本語学習者はよく能動文と直接受動文を用いる。では、中国語には本当に日本語の使役受
動構文、間接受動構文に対応する受動構文が存在しないのか、存在するとすれば、形式的及び意
味的に両言語はいかなる共通点と相違点を持っているのであろうか。同じ受動事態であっても、
日中語母語話者は必ずしも同じように受動構文によって表さない。受動事態に関して、日中語の
母語話者はいかなる<好まれる言い回し>を有し、そのような好まれる表現にどのような把握の仕
方の相違を反映するのかについては十分には検討されていない。 
 動作対象が主語に立つ、典型的な直接受動構文に対して、以上三種類の受動構文を本論では「特
殊受動構文」と呼ぶことにする。特殊受動構文は直接受動構文からの拡張であると見なすことが
できると考えるが、その拡張はどのように事態把握のレベルで動機付けられているのかについて
の研究はあまり見られない。 
日中語の受動構文に関する対照研究においては、そのほとんどが直接受動構文に関するもので
あって、使役受動構文と間接受動構文に関する研究はほとんどなされていない。また、これまで
の日中対照研究における使役受動構文と間接受動構文の考察は、その構文的特徴について触れて
いるだけであり、日中語母語話者の受動事態に対する把握の相違に言及していない。構文的特徴
に関する先行研究の中でも、検討すべき点が多く残っている。例えば、中国語に日本語の使役受
動文に対応する文型はないという定説、中国語における第三者受動文の成立条件に関する仮説な
どである。 
本論は以上のような問題意識の上に立ち、日本語･中国語教育への応用を視野に入れ、実例に基
づき、日中語の使役受動構文、持ち主受動構文及び第三者受動構文を対象にする。従来の対照研
究と異なり、認知言語学の立場をとり、受動を再定義し、日中語の受動構文の体系を捉え直す。
その上で、日中語の特殊受動構文の構文的特徴を対照することにより、それぞれの事態把握の相
違を明らかにする。 
本研究の目的は以下の三つである。 
1) 日中語の特殊受動構文の構文的特徴を明らかにする。 
2) その構文的特徴に反映する日中語の各構文の事態把握の特徴を解明し、事態把握のレベル
で直接受動構文から特殊受動構文へと拡張する動機付け及び過程を明らかにする。 
3) 同じ事態を捉える際、日中語母語話者はとのような好まれる表現を選び、そのような<好ま
れる言い回し>がいかなる事態把握の相違を表すのかを解明する。 
 
2. 研究方法 
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本論は、日中語の特殊受動構文の構文的特徴及び事態把握における相違を明らかにするという
目的に従い、両言語における特殊受動表現の形式的･意味的相違を考察し、その構文的相違に反映
する事態把握の差異を解明し、対訳データに基づき、日中語の特殊受動構文の対応関係を分析し、
日中語母語話者の同一事態に対する<好まれる言い回し>を考察し、そのような表現の違いに反映
する把握の仕方の差異を解明するという手順で研究を進めていく。 
本論は日本語･中国語教育への応用を視野に入れ、認知言語学の立場から、実際の言語資料を重
視し、日中対訳コーパスや、日本語･中国語の書き言葉コーパス、インターネットなどから用例を
集めて分析を行う。 
本論は、受動構文に関する従来の日中対照研究と異なり、認知言語学の理論及び事態把握の観
点を用いて分析する。その必要性及びメリットとして以下の三つが挙げられる。 
1) 受動構文に関する従来の日中対照研究は、受動構文は能動構文と対立した文型であるとい
う考え方で、受動事態における動作対象以外の参与者を主語とする受動構文の分析を抜き
にしており、このように、日中語の受動構文の体系間の真の不均衡を看出すことができな
い。本論は、受動構文を、従来の先行研究のように能動構文からの変形操作により意味を変
えずに派生された構文とするのではなく、受動構文独自の意味機能、いわゆる「有標の状態」
を持つものと規定し、行為連鎖のエネルギー源からのエネルギーを直接または間接的に受
けるものをもっとも際立つ参与者として選択し、そのものに生じた変化過程または結果状
態を捉える認知的営みであるという認知言語学の立場を取る。その上で、動作対象を主語
とする受動構文、いわゆる直接受動構文をプロトタイプとし、その他の非動作対象を主語
とする受動構文、本論でいう特殊受動構文をプロトタイプからの拡張だというプロトタイ
プ理論を援用する。このように、日中語の受動構文の体系を捉え直し、両言語の受動構文
の体系における異同点を正確に確認することができると考える。 
2) 日中語の対照研究においては、受動構文の構文的特徴に関する研究のみであり、事態把握
と関連して分析するものは管見の限り存在しない。よって、従来の研究は、文法的あるい
は意味的に問題がある受動文については説明できるが、文法的にも意味的にも誤りとは言
えない受動文に対しては、適切な説明を与えることができない。このように、受動構文に
関する研究の成果を教育の場で生かすために、単に当該構文の構文的特徴の相違を解明す
ることだけでは不十分であり、母語話者と学習者それぞれの事態把握のあり方を明らかに
しなければならない。本論は研究成果を日本人･中国人向けの中国語･日本語教育へ応用す
ることを目指すため、日中語の特殊受動構文の構文的特徴のみならず、事態把握をも考察
する。 
3) 受動構文に関する従来の日中対照研究では、中国語に日本語の使役受動構文に対応する文
型はないというのが今までの定説である。しかしながら、本論は事態把握の面から見ると、
機能的に中国語にも日本語の使役受動構文に対応する受動構文が存在し、両言語は使役事
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態のうち、結果事態の言語化において大きな相違が存在することを明らかにする。 
 
3. 研究の結果 
 
3.1 使役受動構文に関する日中対照研究 
3.1.1 構文的特徴 
1)形式的特徴 
表 1 日中語の使役受動構文の形式的特徴における異同点 
形式的特徴 日本語 中国語 
通常 新型 
完全形式型 短縮形式型 
使役･受動の形式 (1)使役+受動 (2)使役+受動 (3)受動のみ (4)受動のみ 
述語の品詞分類 動詞のみ 動詞のみ 動詞のみ 動詞、形容詞、名詞 
 
(1) テレビを見ていたのにお使いに行かされた。 
[庵他 2001:133] 
(2) 一天， 尚   被   蒙在鼓里           的 高肇甫 被   叫   去   谈话。 
ある日 まだ 受動 真相を知らされない の 人名   受動 使役 行く 話をする 
(ある日に、まだ真相を知らされない高肇甫は(上司に)話をするよう行かされた) 
[北京 1994 年报刊精选] 
(3) 东大     同学 刚刚       游行 回来，     就     被   集合     去   听   
東北大学 学生 したばかり デモ 帰ってくる すぐに 受動 集合する 行く 聞く 
学校 当局 的 堂皇           的 训话…… 
学校 当局 の 堂々としている の 訓話 
(東北大の学生は、デモから帰ってくると、すぐに集合させられて、学校当局の、もったい
ぶった訓話を聞かされた)  
[対訳 青春之歌] 
(4) 别     让   孩子 在 父母 的 重压 下 “被  学习”。 
するな 使役 子供 で 両親 の 重圧 下  受動 勉強する 
(子どもを両親の重圧の下で勉強させられるような状態にしてはいけない) 
[北京青年报 2011-01-27] 
 
2)意味的特徴 
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表 2 日中語の使役受動構文の意味的特徴における異同点 
意味的特徴 日本語 中国語 
通常 新型 
完全形式型 短縮形式型 
意
味 
直接･間接 直接と間接 直接のみ 直接と間接 直接のみ 
強制･原因･許容 強制と原因 指示･許容のみ 強制と原因 強制と原因 
行為･結果明示 両方明示 両方明示 結果明示 結果明示 
 
 
述
語 
強制 意志動詞  
 
 
 
意志動詞  
動詞、形容詞、名詞  
原因 
a.非意志動詞 
b.意志動詞(思考動
詞を含む) 
a.非意志動詞 
b.意志動詞(思考動詞
を含まない) 
指示･許容  移動動詞   
情
意
性 
強制 被害のみ  被害のみ 被害のみ 
原因 被害、中立、利益  被害、中立、利益 被害、中立、利益 
指示･許容  被害、中立、利益   
 
3.1.2 事態把握 
 日本語の使役受動構文、中国語の通常及び新型の使役受動構文はいずれもある参与者の間接的
な影響によってもう一つの参与者に位置や状態変化が起こるという二つの参与者を含む典型的ま
たは拡張的な使役事態を、事態外から被使役者を視点人物として捉えることを表す。相違は際立
ちの面においてである。 
強制類では、日本語の使役受動構文は使役事態の全体がプロファイルされるが、中国語の通常
及び新型の使役受動構文はその一部だけがプロファイルされ、他の部分は背景化される。 
原因類においては、日本語と中国語の通常の使役受動構文は当該使役事態の全体がプロファイ
ルされるが、中国語の新型の使役受動構文はその一部だけがプロファイルされ、他の部分は背景
化される。 
指示･許容類は中国語の通常の原因類と同様、当該使役事態の全体がプロファイルされる。 
 
3.1.3 対訳データによる日中語の使役受動構文の対応関係 
1)日本語の使役受動文とその中国語訳 
表 3 日本語の使役受動文に対応する中国語訳(365) 
中訳 受動文(55/15.1%) 非受動文(299/81.9%) 非対応 
(11/3%) 直接 間接 使役受動 能動文 使役文 処置文 
持ち主 第三者 自動詞文 他動詞文 
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数 33 1 1 20 50 201 46 2 11 
% 9% 0.3% 0.3% 5.5% 13.7% 55.1% 12.6% 0.5% 3% 
2)中国語の使役受動文とその日本語訳 
表 4 中国語の使役受動文に対応する日本語訳(235) 
日訳 受動文(66/28%) 非受動文(137/58.3%) 非対応 
(32/13.6%) 直接 間接 使役受動 能動文 使役文 
持ち主 自動詞文 他動詞文 
数 43 10 13 113 21 3 32 
% 18.3% 4.3% 5.5% 48.1% 8.9% 1.3% 13.6% 
 
3.2 持ち主受動構文に関する日中対照研究 
3.2.1 構文的特徴 
1)形式的特徴 
1-1)結果の明示化 
 日本語は結果の明示化という制約がないため、(5)のような対象非変化の接触動詞は持ち主受動
文の述語として用いられる。中国語は結果の明示化が要請されるため、対象非変化の接触動詞は、
(6)のようにそれに結果補語が後続しないと、不自然な表現になる。 
 
(5) 花子は太郎にスカートを引っ張られた。 
[内山 1997:125] 
(6) 她   被   树枝 挂   破   了   衣服。 
彼女 受動 枝   引く 破る 完了 服 
(彼女は、枝によって服を破られた) 
a.??她被树枝挂了衣服 
[于康訳 2012:5] 
 
1-2)「把」を伴う形式の持ち主受動文 
中国語においては、日本語の持ち主受動文に対応する目的語残留の受動文が存在するにもかか
わらず、「把」を伴う形式の持ち主受動文は使用される。その要因としては、(7)のように述部また
は結果補語が複雑であるという構文的要因及び、(8)のように話者が主語指示物を受動者として強
調するという語用論的要因が挙げられる。 
 
(7) 彰   被   他 的 儿子 把   自己 的 家产 花   干净     了。 
人名 受動 彼 の 息子 処置 自分 の 家産 使う すっかり 完了 
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(彰さんは子供に自分の家の財産をすっかり使い果たされた) 
a.彰被他的儿子把自己的家产花 { 干净/得干干净净/得一分不剩 } 了。 
b.彰被他的儿子花 { ○干净/×得干干净净/×得一分不剩 } 了自己的家产。 
 [黒田訳 2013:390] 
(8) a.那个 孩子 被   人 把   他 打   了   一顿。    <「把」を伴う持ち主受動表現> 
その 子供 受動 人 処置 彼 殴る 完了 数量 
(その子供は人に殴られた) 
b.那个孩子被人打了一顿。                         <「把」を伴わない直接受動表現> 
[刘月华他訳 1991:645] 
 
中国語においては、(7)のように結果補語が複雑になると、目的語残留の持ち主受動文として成
立できなくなる。(8)のように「把」を伴わない直接受動表現とは同じ客観的事態を表すが、「把」
を伴う持ち主受動表現のほうが処置の意味が強く、受動者主語名詞を強調するニュアンスを持っ
ている。日本語と比べて、「把」を伴う形式の持ち主受動文は中国語に特有のものである。 
1-3)埋め込み文中の主格が主語に来る持ち主受動文 
  日中語において、埋め込み文中の主格が主語に来る持ち主受動文は存在するが、その文法的ふ
るまいは異なる。日本語では、埋め込み構造の述語動詞及び受動文の述語動詞との両方が明示さ
れなければならないが、中国語では、埋め込み構造の述語あるいは述語の一部(形容詞や名詞の場
合)のみ明示すればよい。 
 
(9) 杏子は(中略)昼間八千代に会っていて､その同じ日の夜に､克平と一緒に花火を見に行った
ことを知られるのはいやだった｡ 
a.杏子が克平と一緒に花火を見に行ったことを知られる 
[対訳 あした来る人] 
(10) 白岩松 网上    “被  自杀”   回应 称 “生活 还   那样” 
人名   ネット上 受動 自殺する 返事 言う 生活 まだ あのように 
(白岩松が(元気でいるが)ネットで(記者に)自殺して死んだといわれてしまい、「生活は変
わっていない」と返事をした) 
a.白岩松が自殺したと言われる 
[东楚网 2013-07-06] 
 
2)意味的特徴 
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表 5 日中語の持ち主受動構文の意味的特徴における異同点 
 日本語 中国語 
通常 新型 
主語の有
生性 
 
主体-活動 有情物のみ 有情物のみ 有情物+無情物 
相互依存と 
一般所有 
有情物のみ 有情物のみ 
その他 有情物+無情物 有情物+無情物 
 
 
 
 
 
述語 
全体-部分 a+非使役他動詞、状態動詞 a 接触動詞 
本体-属性 b+非使役他動詞 b.取消･受け取り、思考･認知、知覚･感覚類動詞 
主体 -
活動 
状況 広範の他動詞  
非状況 同 c c.思考･認知、知覚･感
覚、言語･態度類動詞 
動詞、形容詞、名詞 
相互依存 同 d d.対格の属格類:接触、使役性を含意する他動詞 
同 e e.主格の属格類:自動詞、他動詞 
同一関係  広範の他動詞 
一般 
所有 
装着類 接触、態度類動詞 取消･受け取り類動詞 
非装着 f+知的活動動詞 f.取消･受け取り、態度、作用類動詞 
情意性 主
語 
有情物 被害、中立、利益 被害、中立、利益 
無情物 中立 中立、関係者被害 
使用要因 主
語 
有情物 構文的制約、受影者視点、状態描写 構文的制約、受影者視点、状態描写、受動者強調 
無情物 状態描写･性質叙述 構文的制約、状態描写･性質叙述 
 
3.2.2 事態把握 
 日中語の持ち主受動構文は、所有関係のいずれにあるかに関わらず、すべてある参与者の直接
的または間接的な影響によってもう一つの参与者に位置･状態変化が起こる、という二つの参与
者を含む使役事態を、事態内または事態外から被影響者を視点人物として捉えることを表す。相
違は以下の三つである。 
1)日本語には状況活動の持ち主受動構文が存在するのに対し、中国語には存在しない。これは
つまり、述語動詞の表す動作の対象が行う活動を当該受動構文の述語動詞の表す事態の行われる
内的状況として捉える、といったコト的把握は中国語では見つからないということである。 
2)同一関係にある持ち主受動構文は日本語には見つからず、中国語に特有のものである。同一
関係にある中国語の持ち主受動構文は典型的な他動関係をベースとし、述語動詞の表す動作の対
象をもっとも際立つ要素として選択するが、話者が動作対象を強調するため、それを再び受動者
として参照点関係の関与によって代名詞で「把」をもって導入するのである。 
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3)その他の所有関係にある持ち主受動構文に関しては、日中語は際立ちの面において異なる。
日本語は主語の受けた被害の意味が明示されないため、当該使役事態の一部しかプロファイルし
ない。それに対し、中国語は主語の受けた被害の意味が結果補語によって表されるため、他動関
係の全体をプロファイルする。 
 
3.2.3 対訳データによる日中語の持ち主受動構文の対応関係 
1)日本語の持ち主受動文とその中国語訳 
表 6 日本語の持ち主受動文に対応する中国語訳(516) 
中訳 受動文(177/34.3%) 非受動文(314/60.9%) 非対応 
(25/4.8%) 直接 間接 使役 
受動 
能動文(270/52.3%) 使役文 処置文 
持ち主 第三者 自動詞文 他動詞文 
数 115 59 2 1 47 223 25 19 25 
% 22.3% 11.4% 0.4% 0.2% 9.1% 43.2% 4.8% 3.7% 4.8% 
2)中国語の持ち主受動文とその日本語訳 
表 7 中国語の持ち主受動文に対応する日本語訳(116) 
日訳 受動文(83/71.6%) 非受動文(24/20.7%) 非対応 
(9/7.8%) 直接 間接 能動文 使役文 
持ち主 第三者 自動詞文 他動詞文 
数 15 67 1 14 9 1 9 
% 12.9% 57.8% 0.9% 12.1% 7.8% 0.9% 7.8% 
 
3.3 第三者受動構文に関する日中対照研究 
3.3.1 構文的特徴 
1)形式的特徴: 
1-1)共通点:一定の外部構造で用いられる 
 日中語の第三者受動構文はともに一定の外部構造で用いられることが多く、それらの容認性が
前後の文脈によって左右されやすい。こういった外部構造は主に先行文脈での副詞的要素及び後
続文脈での結果状態を意味する成分などが挙げられる。 
 
(11) 勝手に会議を行われてしまった。 
[凌蓉 2005:15] 
(12) 我 坐庄，   又   被   他 自摸   了。 
私 親になる また 受動 彼 つもる 完了 
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((マージャンで)親になり、また彼につもられた) 
[C.-T. James Huang 他 2009:140] 
 
1-2)相違点:単文で結果の明示化 
 日本語の第三者受動文は、述語動詞の表す事態が原因となって、主語が被害･迷惑を被るという、
主語の心理状態の変化が述べられるが、語用論的･社会言語学的要因からの要請で主語の受けた
悪い影響や結果を含意にとどめ、被害･迷惑を言語化しない。一方、中国語の第三者受動文は、述
語動詞の表す事態が原因となって、主語が被害などの影響を受けるという、主語の位置･状態の変
化が述べられるが、主語の受けた悪い影響や結果を、単文で結果補語として「得」を伴う形式や
アスペクト助詞「了」、数量句、方向句、動詞句及び主節などによって明確に言語化する。 
 
(13) 私は夜中に赤ん坊に泣かれた。                         <結果非明示> 
×夜里我被婴儿哭了。 
(14) 私は夜中に赤ん坊に泣かれて眠れなかった。               <結果明示> 
○夜里我被婴儿哭得睡不着觉。 
[中島 2012:15] 
 
2)意味的特徴 
表 8 日中語の第三者受動構文の意味的特徴における異同点 
 日本語 中国語 
主語の有生性 有情物+無情物 有情物+無情物 
述語 自
動
詞 
非能格 a+他人と関係のある動作類動詞 a 一般的な動作、移動動作、心理現象類動詞 
非対格 b+出現消失、態度･感情、自然
的な動き及び状態の持続類動詞 
b 存在･位置、自然現象、状態･位置変化類動詞 
他動詞 c+接触、知覚、所有類動詞 c 作用、生産、移動、授受、言語活動、態度･感
情、経験類動詞 
情意性 主
語 
有情物 被害、利益 被害、利益 
無情物 中立 中立、関係者被害 
使用要因 主
語 
有情物 受影者視点 受影者視点、行為者称揚 
無情物 状態描写･性質叙述 状態描写･性質叙述 
 
相違点:日中語において、一人称行為主体の第三者受動文の意味合いと使用要因は異なる。 
 
(15) あたしに逃げられてそんなに困った？ 
  
10 
 
[対訳 痴人の愛] 
(16) 我 想     逃，   没   逃     脱，   被   他们 抓       回去， 又  打。 
私 したい 逃げる ない 逃げる 離れる 受動 彼ら 捕まえる ていく また 殴る  
后来   到   了   河南 才     被   我 逃     出来     了。 
その後 着く 完了 地名 やっと 受動 私 逃げる 出てくる 完了 
(私は逃げたかったが、逃げきれず、また彼らに捕まえられて殴られた(直訳:彼らはまた私
を殴った)。やがて、河南に着いてからやっと私が逃げた(直訳:彼らは私に逃げられた)) 
[魔方格 2015-06-09] 
 
 日本語の第三者受動文(15)は「あたしが逃げる」ということにより、主語である「あなた」は被
害･迷惑を被ったことを表す。一方、中国語の第三者受動文(16)は「私が逃げる」ということによ
り、主語である「彼ら」は被害を受けたことを表すというより、むしろ「逃げる」という難しい
ことを実現した行為者「私」の努力を褒め称えることを表している。 
このように、日本語では話者が一人称代名詞の行為主体に関わる出来事により主語指示物が被
る被害･迷惑の意味を強調するといった受影者視点、中国語では話者が一人称代名詞の行為主体
への評価を行うといった行為者称揚によって、一人称行為主体の第三者受動文が用いられる。 
 
3.3.2 事態把握 
日中語の第三者受動構文はともにある事態の間接的な影響により、ある対象に位置･状態変化
が起こるといった拡張的な使役事態を表すが、単文で被害の意味の明示化における日中語の相違
によって、日本語は Cause-Change-State 節のうち、原因事態を表す Cause 節しか焦点化されない
が、中国語は原因事態及び結果事態を表す Cause-Change-State 節の全体が焦点化される。 
ただし、無情物主語の状態･性質を述べるのに用いられる日中語の第三者受動構文は、ともに現
在の結果状態が明示されるため、Cause-Change-State 節の全体が焦点化される。 
 
3.3.3 対訳データによる日中語の第三者受動構文の対応関係 
1)日本語の第三者受動文とその中国語訳 
表 9 日本語の第三者受動文に対応する中国語訳(121) 
中訳 受動文(18/14.9%) 非受動文(88/72.7%) 非対応 
(15/12.4%) 直接 間接 能動文(77/63.7%) 使役文 処置文 
第三者 自動詞文 他動詞文 
数 3 15 41 36 7 4 15 
% 2.5% 12.4% 33.9% 29.8% 5.8% 3.3% 12.4% 
2)中国語の第三者受動文とその日本語訳 
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表 10 中国語の第三者受動文に対応する日本語訳(17) 
日訳 受動文(5/29.4%) 非受動文(3/17.7%) 非対応 
(9/53%) 
直接 間接 能動文 使役文 
第三者 自動詞文 
数 3 2 2 1 9 
% 17.6% 11.8% 11.8% 5.9% 53% 
 
4. 本研究の結論 
 
まず、日中語の特殊受動構文の構文的特徴における相違は主に以下の二点にある。 
1)  使役受動構文では、日本語は使役行為及びその結果の両方が明示されなければならない
が、中国語における通常の強制類は使役標識が言語化されず、使役の結果のみ明示されれ
ば成り立つ。また、中国語の新型は使役行為を表す元の述語動詞が明示されず、使役の結
果を表す成分、またはその一部のみ明示すれば成立する。さらに、主体-活動関係にある
持ち主受動構文では、日本語は述語動詞と活動全体を明示しなければならないが、中国語
の新型は元の述語動詞が言語化されず、活動の一部のみ明示すれば成り立つ。このことは
中国語の文法では、文脈によって文法形式や言語形式が表出しなくてもよい、という「意
合法」を主とする特徴を表している。 
2)  特殊受動構文のいずれにおいても、日本語に比べて、中国語は単文では結果の意味が明示
されなければ不自然、または非文になるのが特徴である。これは、日本語の受動構文は行
為焦点であるのに対し、中国語の受動構文は結果焦点である、ということを示している。 
 
次に、以上のような構文的特徴における日中語の相違は日中語母語話者の受動事態に対する把
握の仕方の相違、つまり使役事態のうち、「行為」(Cause 節)と「結果」(Change-State 節)との際
立ちの選択の差異を表す。 
また、事態把握のレベルで、日中語はともに典型的な直接受動構文から特殊受動構文へと拡張
する動機付けはそれぞれ以下の三つと言える。 
1)  使役受動構文は直接使役から間接使役へと拡張することによって、直接受動構文から直接
的に拡張する。 
2)  持ち主受動構文は参照点関係が関与することによって、直接受動構文から直接的に拡張す
る。 
3)  第三者受動構文は参照点関係の関与の解消に伴い、受影者視点がさらに拡張することによ
って、持ち主受動構文から直接的に拡張する。 
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 日中語において、直接受動構文から特殊受動構文へと拡張する動機付けは同じであるが、拡張
する過程においては共通点もあれば、相違点もある。直接受動構文から特殊受動構文へと拡張す
る過程を図式すると、図 1、図 2 のようになる。日中語は太線の矢印で表す経路においては同じ
であるが、細線の矢印で表す経路においては異なる。 
 日中語の特殊受動構文の拡張過程は具体的に以下のとおりである。 
1)  日中語において、使役受動構文は直接的影響から間接的影響へと拡張する(③)ことによっ
て、直接受動構文から直接的に拡張する。使役受動構文の下位分類を詳しく見ると、使役
受動構文は人からモノへの使役者の拡張(④)によって、強制類からモノ使役者の原因類へ
と拡張し、さらにモノからコトへの使役者の拡張(⑤)によって、モノ使役者の原因類から
コト使役者の原因類へと拡張する。事象構造において、こういったコト使役者の原因類の
使役受動構文は第三者受動構文と連続体をなしている。すなわち、両者はともにあるコト
の間接的な影響により、主語指示物に位置･状態変化が生じることを表すが、ランドマー
クとする参与者の性質が異なる。つまり、使役受動構文はコト、第三者受動構文はモノを
ランドマークとする。 
2)  日中語において、持ち主受動構文は参照点関係の関与によって、直接受動構文から直接的
に拡張する。その過程において、拡張経路が異なる三つに分かれる。日中語は、(1)の経路
においては明らかに異なるが、(2)-(3)の経路においては同じである。 
(1) 参照点関係の関与のため、受動者視点が拡張する(⑩)ことによって、日本語は直接受
動構文から状況活動の持ち主受動構文、中国語は直接受動構文から同一関係の持ち主
受動構文へと拡張する。 
(2) 参照点関係の関与のため、参与者がモノからコトへと拡張する(⑨)ことによって、日
中語はともに直接受動構文から非状況活動の持ち主受動構文へと拡張する。 
(3) 参照点関係の関与のため、視点が受動者から受影者へと転換する(⑥)ことによって、
日中語はともに直接受動構文から全体-部分関係の持ち主受動構文へと拡張する。ま
た、参与者がモノからコトへとの拡張に伴い、直接的影響から間接的影響へと拡張す
る(⑦)ことによって、全体-部分関係の持ち主受動構文から対格の属格類の持ち主受動
構文へと拡張する。さらに、受影者視点が一歩進んで拡張する(⑧)ことによって、対
格の属格類の持ち主受動構文から主格の属格類の持ち主受動構文へと拡張する。事象
構造において、こういった主格の属格類の持ち主受動構文は第三者受動構文と連続体
をなしている。すなわち、両者はともにあるコトの間接的な影響により、主語指示物
に位置･状態変化が生じることを表すが、参照点関係の関与の有無においては異なる。
つまり、持ち主受動構文は参照点関係が関与するのに対し、第三者受動構文は参照点
関係が関与しない。 
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r 
r 
r r 
①動作主から受動者へ視点の転換 ②使役者から被使役者へ視点の転換 
 
 
r 
2.直接受動 :(2)彼が彼女に殺された 
C 
tr lm 
1.能動 :(1)彼女が彼を殺した 
tr lm 
C 
4.使役受動の強制類 
C 
tr lm 
3.使役能動:(3)彼女が彼を自殺させた 
tr lm 
C 
(4)彼が彼女に自殺させられた 
③直接から間接への影響の拡張 
5.使役受動の原因類 (モノ使役者 ) 
tr 
C 
(6)我々は人員の不足に悩まされている  
④人からモノへの使役者の拡張 
lm 
図 1 日中語の特殊受動構文の拡張過程  
    C =概念化者  
    R =参照点  
    T =ターゲット  
   
       心的走査  
       変化  
       同一指示  
 
    tr =トラジェクター  
    lm =ランドマーク  
         直接的影響  
       間接的影響  
        
拡張経路 (日中同 ) 
        拡張経路 (日中異 ) 
r 
r 
r r 
6.使役受動の原因類 (コト使役者 ) 
(5)彼の無責任な態度に
はがっかりさせられた 
lm tr 
C 
⑤モノからコトへの使役者の拡張 
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2.直接受動 : 
(2)彼が彼女に殺された 
7.全体 -部分関係 
(7)彼が人に足を踏まれた 
8. 対 格 の 属 格
(8)彼が人に財布を盗まれた 
9.主格の属格類 
(9)彼が息子に泣かれて眠れなかった 
10.非状況活動 
(10)彼が花子に結婚の申込みを拒絶された 
11.状況活動(日) 
(11)彼が戻ったところを殺された  
12.同一関係(中) 
(12)那个孩子被人把他打了一顿 (その子供は人に彼を殴られた ) 
⑥受動者から受影者へ視点
の転換(参照点関係の関与) 
⑦モノから事態へ影
響者の拡張に伴い、
直接から間接へ影響
性の性質の変化 
⑧ 受 影 者 視 点
の拡張 (参照点
関係の関与) 
⑨モノから事態へ参与者の
拡張(参照点関係の関与) 
⑩ 受 動 者 視 点 の 拡 張
(参照点関係の関与) 
tr 
R/tr 
lm 
T/lm 
C 
C 
C 
C 
C 
C 
T/lm `T/lm 
T/lm 
T/lm 
T/lm 
R/tr 
R/tr 
R/tr 
R/tr 
R/tr 
⑪受影者視点の拡
張に伴い、参照点
関係の関与の解消 
(13)彼が子供に騒がれて勉
強できなかった 
13.第三者受動 
r 
 
tr lm 
C 
 
C 
図 2 日中語の特殊受動構文の拡張過程(続) 
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3)  日中語において、第三者受動構文は参照点関係の関与の解消に伴い、受影者視点がさらに
拡張する(⑪)ことによって、持ち主受動構文から直接的に拡張する。 
  
さらに、日中対訳コーパスのデータに基づき、日中語母語話者の<好まれる言い回し>及びそれ
に反映する把握の傾向は以下のとおりである。 
1)  日本語の使役受動文は中国語では半分以上他動詞文、または八割能動構文、持ち主受動文
は半分以上能動文、第三者受動文は六割以上能動文と対応する。一方、中国語の使役受動
文は日本語では半分近く自動詞文、持ち主受動文は七割以上受動文、第三者受動文は非対
応を除外すれば、半分以上受動文と対応する。こういった日中語母語話者の異なる<好まれ
る言い回し>、つまり受動文/自動詞文-能動文/他動詞文という相違は、行為連鎖の末尾の参
与者-行為連鎖の先頭の参与者といった際立ちの選択の傾向を表す。 
2)  日本語原文では特殊受動文は結果の意味が明示されないのに対し、その中国語訳文では受
動文は結果の意味が明示されなければならない。一方、中国語原文では特殊受動文は結果
の意味が明示されるのに対し、その日本語訳文では受動文は結果の意味が明示されなくて
もよい。このような日中語母語話者の異なる<好まれる言い回し>、つまり結果非明示化-結
果明示化という差異は、行為焦点-結果焦点といった際立ちの選択の相違を表す。 
3)  日本語の持ち主受動文が中国語では受動文のうち、直接受動文と対応するのはもっとも高
い比率である。一方、中国語の持ち主受動文が日本語では受動文のうち、持ち主受動文と
対応するのはもっとも高い比率である。こういった日中語母語話者の異なる<好まれる言い
回し>、つまり受影者主語-受動者主語という差異は、受影者視点-受動者視点といった視点
の選択の傾向を表す。 
4)  日本語に特有の状況活動の持ち主受動文は中国語では持ち主受動文で表すと、非状況活動
の持ち主受動文になる。このような日中語母語話者の異なる<好まれる言い回し>、つまり
状況のヲ格を伴う形式-連体節を伴う形式という相違は、コト的把握-モノ的把握といった把
握の仕方の差異を表す。 
5)  日本語に特有の状況活動の持ち主受動文は中国語では上述した持ち主受動文以外、直接受
動文と対応することがある。一方、中国語に特有の同一関係の持ち主受動文は日本語では
受動文で表すと、直接受動文になる。このように、原文と訳文はともに受動者主語ではあ
るが、訳文は所有物を表す名詞(節)･代名詞を目的語として残存しない。こういった日中語
母語話者の異なる<好まれる言い回し>、つまり目的語残存形式-目的語非残存形式という差
異は、参照点関係の関与-参照点関係の非関与といった参照点関係の関与の仕方の相違を表
す。 
別記様式  博在－Ⅶ－２－②－A 
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 論文審査の結果の要旨（1,000 字内外）  
 
 本研究は、日本語と中国語における受動構文、その中でも特に習得が困難とされる特
殊受動構文に焦点を当て、それぞれの言語と両語間対訳のコーパスから収集した豊富な
実例を詳細に分析することにより、従来とは異なる認知言語学的観点から、各受動構文
の有する意味機能及び両言語間の対応関係と異同を体系的に解明したものである。  
 日中語の一般的ないわゆる直接受動構文を対象とする先行研究は多いが、特殊受動構
文に関する日中語間の対照研究は未だ少なく、特にコーパスを用いた実例に基づくそれ
らの体系的な分析は皆無である。本研究は、特殊受動構文として両言語の間接受動構文
（持ち主・第三者受動構文）と使役受動構文、及び中国語の新型受動構文の全てを対象
とし、各構文の特徴的な意味機能を事態把握の観点から捉え直すことによって構文間の
異同を明確にし、それらを直接受動構文をプロトタイプとする参照点関係やメタファー
的拡張関係を持つ構文ネットワークの中に位置づけることに成功している。よって、中
国語で近年成立した新型受動構文に関して実例に基づき体系的に分析・整理し、中国語
の他の受動構文との関係も明らかにしている。また、日中対訳コーパスのデータに基づ
き日中語の特殊受動構文の対応関係を考察し、同一事態に対する日中語間で異なる事態
把握の傾向を解明した。よって、学習者の言語に見受けられる文法的には誤りではない
が不自然な用法にも、適切な説明を与えることを可能にしている。  
 研究結果の持つ新規性のうち特筆すべきものとして次の２点が挙げられる。１）中国
語には日本語の使役受動構文に対応する構文はないという定説に対し、実際には統語形
態上も対応する構文が限られた状況で存在すること、さらに統語形態は異なるものの新
型受動構文の一種が機能的に対応する構文として近年出現し、その生産性が高いことを
示した。２）両言語の受動事態の構文形式上の相違を生み出す要因の一つに、焦点化の
相違があり、日本語が使役行為事象を、中国語が結果事象を言語化すると特徴づけられ
ることを示した。  
 本論文は、膨大な量の自然言語データの収集・データベース化に始まり、当該分野の
先行研究を踏まえて認知言語学的観点からデータに基づいた客観的な分析を進め、受動
構文の使用について、日・中語学における構文研究に、また自然な言語表現の習得を目
指す外国語としての日中両語の教育の分野にも寄与する新たな知見を提出し得ている。
このことは、執筆者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有する
ことを示している。よって、本論文は、博士（国際文化）の学位論文として合格と認め
る。  
 
